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１．はじめに

１－１．目的
MemoPad は 他のウインドウと重なった場合でも いつも一番上に表示されます。
他のソフト実行中に見たいメモの表示や 表示したくない部分のマスクに使用します。
これはフリーソフトウエアです。誰でも自由にお使いいただけます。

１－２．作動環境
Windows VISTA、Windows７で作動を確認しています。
マニュアルの参照には Adobe Reader が必要です。
MemoPad.exe は .NET Framework 3.5 Client Profile でビルドしています。

１－３．準備・起動
フォルダを作成し MemoPad.exe と MemoPadマニュアル.pdf を その中にコピーします。
MemoPad.exe を起動してソフトウエアをスタートします。
画面の端をドラッグして MemoPad の表示位置や 大きさを調整します。
不要になった場合はフォルダごと削除してください。 アンインストールは不要です。

２．メモの記入

MemoPad をクリックして 文字列を記入します。

３．設定の変更

MemoPad をダブルクリックすると ４つのボタンが表示されます。
もう一度 ダブルクリックすると ４つのボタンが消えます。

それぞれのボタンをクリックして フォントなどの設定を変更します。

４．終了・再起動

終了する時は 右上の×をクリックします。
次回 起動すると 終了時の MemoPad が再現されます。
新たなメモを記入する場合は入力し、 前のメモを使う場合はクリックして確定します。

５．コマンドラインパラメータ

複数の MemoPad を使用する場合は 異なるコマンドラインパラメータを付けて起動します。
このパラメータ名のファイルに それぞれの MemoPad の状態が保存されます。
コマンドラインパラメータを指定しない場合は、 MemoPad.dat に状態が保存されます。



６．注意

MemoPad.exe と同じフォルダーにある MemoPad.dat が破壊されると、正しく起動できない
ことが有ります。 その場合は その MemoPad.dat を削除してから起動してください。

MemoPad を最小化した状態で終了すると 次は初期状態の位置・サイズで起動します。

７．最後に

７－１．免責
このソフトウエアを使用して発生した いかなる不都合にも制作者は責任を負いません。

７－２．再配布
このソフトウエアを再配布する際には 制作者の了解を得てください。

７－３．お願い
バグ情報、このソフトウエアを使用した感想、希望などを 制作者までご連絡頂けると
ありがたいと思います。
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８．改訂履歴

V1.0 2013.10.11 ： 新作
V1.1 2013.10.31 ： MemoPad を最小化した状態での終了に対応
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